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周
知
の
通
り
、
「
日
本
書
紀
』
「
雄
略
紀
」
二
十
三
年
条
の
遺
詔
は
、
『
階

（１）

書
』
「
高
祖
紀
」
の
遣
詔
を
出
典
と
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
遺
詔
は
「
借

（２）

り
物
」
と
い
う
性
質
ゆ
え
、
ほ
と
ん
ど
精
査
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の

（３）

状
況
に
突
破
点
を
与
え
た
の
が
、
榎
本
福
寿
氏
の
論
で
あ
る
。
榎
本
論
は
、

雄
略
遺
詔
と
「
雄
略
紀
」
各
記
事
の
対
応
関
係
を
検
討
し
、
雄
略
の
治
世

の
総
括
と
し
て
当
該
遺
詔
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
雄

略
治
世
の
総
括
た
る
遺
詔
か
ら
こ
そ
、
「
雄
略
紀
」
各
記
事
の
整
合
的
な

読
解
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
雄
略
の
遣
詔
が
単

な
る
潤
色
・
文
飾
で
は
な
く
、
実
意
を
込
め
て
雄
略
天
皇
を
語
ろ
う
と
し

（４）

て
い
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
論
で
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
え
を
示
し
て
み
た
い
。
す
な
わ

ち
、
三
二
○
字
の
ほ
と
ん
ど
を
『
階
書
』
「
高
祖
紀
」
に
依
拠
し
て
い
る
「
雄

略
紀
」
は
、
何
ら
か
の
形
で
雄
略
を
高
祖
に
準
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
雄
略
と
高
祖
は
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
階
書
」
「
高
祖
紀
」
と

の
比
較
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が
本
論
の
狙
い
で
あ
る
。

鑑
の
史
書

は
じ
め
に ｌ

『
日
本
書
紀
』
「
雄
略
紀
」
と
「
陪
害
』
「
高
祖
紀
」
の
比
較
か
ら
Ｉ

ま
ず
は
、
『
日
本
書
紀
』
「
雄
略
紀
」
の
当
該
部
分
と
、
『
陪
書
』
「
高
祖

（５）

紀
」
を
掲
出
し
て
お
こ
う
。

▼
「
日
本
書
紀
』
「
雄
略
紀
」

秋
七
月
辛
丑
朔
、
天
皇
寝
疾
不
預
。

詔
、
賞
罰
支
度
、
事
無
二
巨
細
一
、
並
付
一
皇
太
子
一
・

八
月
庚
午
朔
丙
子
、
天
皇
疾
彌
甚
。
与
二
百
寮
一
辞
訣
、
並
握
レ
手
戯
秋
。

崩二子大殿一・

蓋
為
二
百
姓
一
故
也
。
Ａ
臣
連
伴
造
、
毎
日
朝
参
、
国
司
郡
司
、
随
レ
時

朝
集
。
何
不
下
馨
二
謁
心
府
一
、
誠
勅
態
勲
上
。
義
乃
君
臣
、
情
兼
二
父
子
一
・

庶籍二Ａ園週智力一、内外歓レ心、欲し令下普天之下、永保中安楽上。

不
し
謂
、
遥
疾
彌
留
、
至
二
於
大
漸
一
・
此
乃
人
生
常
分
。
何
足
二
言
及
一
・

遺
司
詔
於
大
伴
室
屋
大
連
与
二
東
漢
掬
直
一
日
、

方
今
区
宇
一
家
、
煙
火
万
里
。
百
姓
父
安
、
四
夷
賓
服
。
此
又
天
意
、

欲し寧二区夏一・所以小し心勵レ己、日慎二一日一、

｜
、
問
題
の
所
在Ａ

山

田

純

-９９-
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割ヨ川丑１咽懐二惇悪一、何閥劃劉刈。

遺詔日、

「
方
今
区
宇
一
家
、
煙
火
万
里
、
百
姓
又
安
、
四
夷
賓
服
、
豈
是
人
功
、

実
乃
天
意
。
朕
惟
夙
夜
祗
催
、
将
レ
所
副
以
上
嗣
二
明
霊
一
、
是
以
小
し
心
勵

レ
己
、
日
慎
二
一
日
一
」
（
仁
寿
三
年
七
月
条
（
挙
賢
良
の
詔
）
）
。

但
Ａ
訓
鯏
剰
劇
凹
訓
洞
矧
珂
翻
幽
酬
。
教
化
政
刑
、
猶
未
し
尽
レ
善
。
興
し
言

念
し
此
、
唯
以
留
レ
恨
。
今
年
践
二
若
干
一
、
不
二
復
称
で
天
。
筋
力
精
神
、

一
時
労
蝿
。
如
レ
此
之
事
、
本
非
し
為
し
身
。
止
欲
レ
安
．
養
百
姓
一
・
所
到

以
致
頑
此
。
人
生
子
孫
、
誰
不
し
属
し
念
。
既
為
二
天
下
一
、
事
須
レ
割
し
情
。

▼
「
階
書
一
「
高
祖
（
文
帝
）
紀
」

乙
丑
、
詔
下
賞
罰
支
度
、
事
無
二
巨
細
一
、
並
付
中
皇
太
子
上
。
甲
辰
、
上

以
二
疾
甚
一
臥
二
於
仁
寿
宮
一
、
与
二
百
僚
一
辞
訣
、
並
握
レ
手
戯
激
。
丁
未
、

崩
二
於
大
宝
殿
一
・
時
年
六
十
四
。

古人有し言、知し臣莫レ若し君、知し子莫レ若し父。縦樹ヨ川得し志、

共治二国家一、必当下裁辱遍二於Ａ園淵到、酷毒流中於民庶上。夫悪

子孫、已為二百姓一所し輝。好子孫、足し堪レ負。荷大業一．此雛二

朕家事一、理不レ容レ隠・Ａ対過剰削剥醐胤勾荊釧劉渕副Ｊ皇太子、

地
居
二
Ｂ
鬮
剰
上
嗣
一
、
仁
孝
著
聞
。
以
二
其
行
業
、
堪
レ
成
二
朕
志
一
・
以

レ此共治二天下一、朕雛二瞑目一、何所二復恨一・

目

聿
一
一
四
一
・
立
．
ダ
マ
ー
咽
Ｌ
ｍ
ｌ

へ

０

以
上
、
雄
略
が
発
し
た
と
い
う
設
定
を
も
つ
遣
詔
は
、
お
よ
そ
三
二
○

字
の
ほ
と
ん
ど
が
、
階
文
帝
（
高
祖
）
の
遣
詔
と
重
な
る
こ
と
が
確
認
で

き
よ
う
。
た
だ
し
、
わ
ず
か
だ
が
違
い
も
あ
る
。
以
下
、
前
掲
榎
本
論
を

参
考
に
し
て
、
「
雄
略
紀
」
と
「
高
祖
紀
」
の
違
い
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
傍
線
部
Ａ
群
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
の
制
度
と
の
整
合
性
を
考
慮
」

（６）

し
て
改
変
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
日
本
の
制
度
に
則
っ

勇
測
調
顎
１
遡
懐
惇
悪
一
、

古人有し言、知し臣莫レ若二於君一、知し子莫レ若二於父一・消令割引

謂得一し志、共治二家国一、必当下裁辱偏二於Ａ對測一、酷毒流中於人

庶上。今悪子孫、已レ為二百姓一瓢屏、好子孫、足し堪レ負。荷大業一・

此難二朕家事一、理不レ容レ隠、Ａ前矧訓剃剛閉鬮１Ｊ劃ｄ訓刺料。

皇太子広、地居二上嗣一、仁孝著聞、以二其行業一、堪レ成二朕志一・

集、何嘗不下馨．蜴心府一、誠刺勅般勤上。義乃君臣、情兼二父子一・

庶籍二Ａ司側智力一、万国歓レ心、欲し令下率士之人、永得中安楽上、

不
し
謂
、
遥
疾
彌
留
、
至
二
於
大
漸
一
・
此
乃
人
生
常
分
、
何
足
二
言
及
一
・

但
Ａ
四
湖
矧
副
判
ｊ
詞
創
荊
叫
豊
、
教
化
政
刑
、
猶
未
し
尽
レ
善
、
興
し
言
念

何所二復恨一・

Ａ し
此
、
唯
以
留
レ
恨
。
朕
今
年
踊
二
六
十
一
、
不
二
復
称
で
天
、
但
筋
力
精
神
、

一
時
労
掲
。
如
レ
此
之
事
、
本
非
し
為
し
身
、
止
欲
レ
安
到
養
百
姓
一
、
所
．

以
致
芯
此
。
人
生
子
孫
、
誰
不
し
愛
し
念
、
既
為
二
天
下
一
、
事
須
レ
割
し
情
。

但
令
三
内
外
群
官
、
同
し
心
裁
レ
カ

蓋
為
二
百
姓
一
故
也
。
Ａ
王
公
卿
士
、
毎
日
閾
庭
、
刺
史
以
下
、
三
時

、以レ此共治二天下一、朕難二瞑目一、
◎

朝
-１００-
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両
者
の
遣
詔
に
は
、
将
来
を
心
配
し
た
文
言
が
盛
ら
れ
て
い
る
が
、
「
雄

略
紀
」
の
場
合
、
遣
詔
通
り
に
星
川
皇
子
が
反
乱
し
、
播
殺
さ
れ
た
と
す

る
。
そ
し
て
、
白
髪
皇
子
が
即
位
し
て
清
寧
天
皇
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
高
祖
は
後
継
者
蝪
帝
を
指
名
す
る
が
、
こ
の
蝪
帝
は
天
下

を
喪
失
し
、
階
は
滅
亡
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
祖
の
選
定
し
た

後
継
者
は
随
の
滅
亡
を
導
き
、
対
し
て
雄
略
の
そ
れ
は
滅
亡
の
将
来
を
導

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て
改
変
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
「
実
態
」
と
し
て
あ
る
か
の
よ
う
に
、

「
歴
史
」
を
虚
構
し
て
い
く
「
雄
略
紀
」
遣
詔
の
姿
が
あ
る
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
雄
略
天
皇
の
「
歴
史
」
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
「
雄

略
紀
」
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
遺
詔
が
内
容
皆
無
の
潤

（７）

色
や
文
飾
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
二
重
傍
線
部
の
違
い
が
問
題
と
な
ろ
う
。
「
雄
略
紀
」
は
「
星

川
皇
子
」
を
「
悪
」
と
規
定
し
て
排
除
す
る
。
そ
の
上
で
次
代
清
寧
天
皇

と
し
て
即
位
し
た
の
は
皇
太
子
「
白
髪
皇
子
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
高
祖
紀
」

は
「
楊
勇
・
楊
秀
」
を
「
悪
」
と
規
定
し
、
結
果
と
し
て
皇
太
子
「
楊
広
」

が
即
位
し
た
。
階
の
揚
帝
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
階
を
滅
亡
さ
せ
た

第
二
代
皇
帝
で
あ
る
。
今
、
表
に
し
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

開
皇
元
年
二
月
乙
亥
…
皇
子
膓
門
公
広
為
二
晋
王
一
、

「
勇
」
が
「
皇
太
子
」
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
一
方
、
後
に
蝪

帝
と
な
る
「
広
」
は
、
ま
ず
晋
王
に
叙
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
の
皇

太
子
は
長
男
「
勇
」
で
あ
り
、
第
二
子
「
広
」
は
「
晋
王
」
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

や
が
て
、
南
北
分
裂
を
終
結
さ
せ
る
「
陳
」
討
伐
に
至
る
と
、
「
広
」

は
陳
討
伐
軍
の
総
帥
と
な
る
。

開
皇
八
年
冬
十
月
甲
子
．
：
合
二
総
管
九
十
、
兵
五
十
一
万
八
千
一
、

以
上
の
よ
う
に
、
二
重
傍
線
部
の
互
い
に
関
わ
り
の
あ
る
部
分
は
対
比

関
係
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
祖
は
後
継

者
選
定
に
失
敗
し
た
皇
帝
な
の
で
あ
り
、
雄
略
は
後
継
者
選
定
を
誤
ら
な

か
っ
た
ｌ
正
し
く
後
継
者
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
た
ｌ
天
皇
と
し
て
、

描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
こ
の
「
高
祖
紀
」
と
「
雄
略
紀
」
の
重
大
な
違
い
の
内
実
に
つ
い

て
は
、
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
違
い
は
、
皇
統
の
継
承
、
あ
る

い
は
天
下
喪
失
の
原
因
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
重
大
な
箇
所
で
あ
り
、
皇

統
や
天
下
と
い
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
主
題
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
な
の

である。
以
下
、
さ
ら
に
具
体
的
に
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
『
階
害
』
「
高
祖
紀
上
」
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
高
祖
と
皇
子
た

ち
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

。 。

ｌ

開皇九年夏四月乙巳：・ヨ園斜訓刈、献二俘於太廟一・押引間

開
皇
元
年
二
月
丙
寅
…
王
太
子
勇
為
二
皇
太
子
一
・

-１０１-

結
果

司

善Ｉ 壷
心」

白
髪
皇
子
即
位
（
清
寧
）

皇
太
子
「
白
髪
皇
子
」

星
川
皇
子

「雄略紀」

楊
広
即
位
（
蝪
帝
）

皇
太
子
「
楊
広
」

楊
勇
・
楊
秀

「高祖紀」
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す
な
わ
ち
、
有
史
以
来
の
最
悪
の
皇
帝
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
高
祖
の
後
継
者
選
定
は
、
最
悪
の
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
日
本
書
紀
』
編
述
者
は
、
当
然
の
ご
と
く
『
階
書
」
を
閲
覧
し
て
お
り
、

そ
の
上
で
「
雄
略
紀
」
の
典
拠
と
し
て
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

雄
略
は
最
悪
の
選
択
を
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
違
い
を
創
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
雄
略
の
遺
詔
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
階
高
祖
の
最

悪
の
選
択
部
分
を
改
変
し
、
蝪
帝
の
よ
う
な
後
継
者
選
定
の
失
敗
を
繰
り

返
さ
ず
、
む
し
ろ
星
川
皇
子
の
反
乱
を
予
見
し
た
と
い
う
、
「
優
れ
た
雄
略
」

の
遣
詔
に
作
り
替
え
、
そ
れ
が
「
歴
史
」
で
あ
る
と
描
く
の
で
あ
る
。

…

。

も
と
の
皇
太
子
「
勇
」
を
廃
し
て
、
新
た
に
「
広
」
を
皇
太
子
と
し
た
。

そ
し
て
、
高
祖
が
崩
御
し
、
楊
広
は
即
位
し
て
階
第
二
代
皇
帝
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
周
知
の
ご
と
く
、
階
は
滅
亡
す
る
の
で
あ
る
。
「
蝪
帝
」

が
中
国
史
上
希
に
見
る
悪
帝
で
あ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
り
、
『
階
書
』
「
蝪

帝
紀
下
」
の
「
史
臣
日
条
」
も
徹
底
し
て
批
判
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

創り罰別側割副詞Ｍ例制引刊捌到１軋剖削矧鮒１酬雪淵矧因１渦

る
の
で
あ
る
。

（
開
皇
二
十
年
）
冬
十
月
己
未
、
太
白
昼
見
。
乙
丑
、

黄
巾
の
乱
以
来
、
四
○
○
年
に
わ
た
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
た
南
北
が
統

一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
業
の
勲
功
筆
頭
が
「
晋
王
広
」
だ
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
広
」
が
、
新
た
に
皇
太
子
と
し
て
指
名
さ
れ

諸
引
澗
嗣
澗
倒
閣
淵
到
。
殺
二
柱
国
太
平
県
公
史
万
歳
一
・
己
巳
、
殺
二

左
衛
大
将
軍
・
五
原
郡
公
元
昊
一
・
十
一
月
戊
子
、
天
下
地
震
、
京

し
身
減
し
国
、
未
し
有
し
若
斯
之
甚
一
也

師
大
風
雪
。
以
・
晋
王
広
為
《
皇
太
子
十
月
戊
午
、
詔
Ｆ
東
宮

０

リ
「
雄
略
紀
」
が
雄
略
遣
詔
の
典
拠
表
現
を
通
し
て
、
雄
略
と
高
祖
を
対

比
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
性
質
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
は
、
『
暗
害
」
「
高
祖
紀
」
に
お
い
て
高
祖
（
文
帝
・
楊
堅
）
は
ど
の

よ
う
な
人
物
と
し
て
評
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

９割剛刷薗１判割刷劉１刷鯏到劉Ⅲ剛珊瑚Ｊ側矧澗到。初、

得
政
之
始
、
群
情
不
レ
附
、
諸
子
幼
弱
、
内
有
二
六
王
之
謀
一
、
外

致二三方之乱一・握二強兵一、居二重鎮一者、皆周之旧臣。上

推以二赤心一、各展二其用一、不し瞼二碁月一、克．定三辺一・②

剰削劇軋劇訓１週Ｊ斗川剰酬１澗到刷釧１Ｊ樹刺鯏訓１吋澗引

測
閲
１
Ｊ
劉
蝋
荊
劉
劉
叫
矧
例
剛
卿
鯏
瑚
Ｊ
副
国
風
關
同
副
圃
潤
関
判

糊
稠
剥
馴
側
１
Ｊ
司
側
割
旧
司
Ⅱ
刊
州
Ｈ
劇
。
開
皇
・
仁
寿
之
問
、
丈

夫不し衣二綾綺一、而無二金玉之飾一、常服率二多布帛一、装

帯不し過下以二銅鉄骨角一而已上。③鯛劉闘割制劉１劃引測賞賜

割
功
訓
刎
測
り
別
謝
劉
到
。
乗
し
輿
四
出
、
路
逢
二
上
表
者
一
、
則
駐

以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
「
日
本
書
紀
』
が
高
祖
遺
詔
を
下
敷
き
と
し
て
「
雄

略
紀
」
遣
詔
を
構
成
し
つ
つ
、
高
祖
と
は
異
な
る
部
分
を
敢
え
て
設
定
す

る
こ
と
で
、
何
か
を
「
雄
略
紀
」
に
お
い
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
可

能
性
が
見
え
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
雄
略
を
高
祖
に
準
じ
て
描
き
つ
つ
、

違
い
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
あ
る
一
定
の
雄
略
天
皇
像
を
構
築
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
皇
太
子
選
定

と
い
う
皇
統
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
階
の
天
下
喪
失
を
踏
ま
え
る
と
い

う
文
脈
で
は
天
下
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
日
本
書
紀
』
の

主
題
と
密
接
に
関
わ
る
部
分
の
改
変
な
の
で
あ
る
。

二
、
両
極
端
な
皇
帝
・
両
極
端
な
皇
后

-１０２-
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通
例
劇
劇
劃
引
（
「
高
祖
紀
下
」
仁
寿
四
年
条
）
。

ま
ず
は
高
祖
の
長
所
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
傍
線
部
の
概
略
を
以

下に示そう。

①
質
朴
だ
が
頭
が
良
く
、
壮
大
な
策
略
を
秘
め
て
い
た
。

②
（
皇
帝
の
外
戚
と
い
う
理
由
で
）
北
周
の
政
治
の
中
枢
に
つ
い
て
十
年
、

遂
に
天
下
統
一
を
果
た
し
た
。

③
た
い
へ
ん
な
倹
約
家
だ
っ
た
が
、
褒
賞
を
惜
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

④
（
常
に
全
国
に
臣
下
を
送
っ
て
）
人
々
が
苦
し
ん
で
い
れ
ば
、
必
ず
留

意した。

⑤
中
国
が
統
一
し
て
、
問
題
は
山
積
し
て
い
た
が
、
ま
ず
は
近
代
の
名

君
と
称
讃
し
て
よ
い
。

次
に
短
所
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

人
間
疾
苦
、
無
し
不
二
留
意
一
・
嘗
遇
二
関
中
磯
一
、
遣
二
左
右
一
視
二
百

姓
所
Ｆ
食
、
有
下
得
二
豆
屑
雑
糠
一
而
奏
レ
之
者
上
、
上
流
涕
以
示
二
群

臣
一
、
深
自
答
責
、
為
し
之
撤
し
膳
不
レ
御
二
酒
肉
一
者
殆
将
二
一
碁
一
・

及
三
東
拝
二
太
山
一
、
関
中
戸
口
就
二
食
洛
陽
一
者
、
道
路
相
属
。
上

勅
二
斥
候
一
、
不
し
得
三
朝
有
二
躯
逼
一
、
男
女
参
圃
於
二
仗
衛
之
間
一
・

逢
二
扶
レ
老
携
Ｆ
幼
者
、
諏
引
レ
馬
避
し
之
、
慰
レ
勉
而
去
。
至
二
難
険

之
処
一
、
見
レ
負
し
措
者
、
遥
令
二
左
右
扶
助
祓
之
。
其
有
二
将
士
戦
没
一
、

必
加
二
優
賞
一
、
価
令
二
使
者
就
レ
家
労
Ｆ
問
。
自
強
不
し
息
、
朝
夕
孜
孜
、

誰
夷
罪
退
、
竿
二
有
存
者
一
・
⑦

故
忠
臣
義
士
莫
レ
得
二
尽
レ
心
蜴
Ｆ
辞
。
其
草
創
元
勲
及
有
功
諸
将
、

人
庶
段
繁
、
努
蔵
充
実
、
⑤

し
馬
親
自
臨
レ
問
。
或
潜
遣
二
行
人
一
採
．
聴
風
俗
一
、
吏
治
得
失
、
④

然⑥剰劉側捌矧荊
、

素
無
・
学
術
好
為
小
数
不
し
逹
・
大
体

難
し
譲
於
至
治
亦
足
し
称

又
不
し
悦
二
詩
書
一
、
廃
．
除
学
校
一

門
関
上
、
其
入
所
し
経
之
処
、
或
受
二
牧
宰
小
物
韻
遣
鶏
鵡
・
廣
皮
・

馬
鞭
之
属
一
、
上
聞
而
大
怒
。
又
詣
二
武
庫
一
、
見
二
署
中
蕪
稜
不
頑
治
、

於
レ
是
執
二
武
庫
令
及
諸
受
遣
者
一
、
出
下
開
二
遠
門
一
外
上
、
親
自
臨
レ

決
、
死
者
数
十
人
。
又
往
往
潜
令
三
人
賂
。
遣
令
史
府
史
一
、
有
二
受

者
一
必
死
、
無
し
所
二
寛
貸
一
・
議
者
以
レ
此
少
し
之
（
仁
寿
四
年
条
）
。

⑥
生
ま
れ
つ
き
狡
賢
く
、
学
問
は
全
く
無
く
、
些
細
な
こ
と
を
重
視
し

て
大
局
を
見
な
か
っ
た
。

⑦
『
毛
詩
』
「
尚
書
」
（
儒
教
経
典
）
が
嫌
い
で
あ
り
、
太
学
を
は
じ
め
と

し
て
学
校
を
縮
小
し
た
。

⑧
婦
人
の
建
言
を
採
用
し
、
皇
太
子
を
は
じ
め
諸
子
を
廃
し
た
。

⑨
晩
年
、
喜
怒
の
変
化
が
激
し
く
、
厳
し
い
法
を
適
用
し
、
時
に
殺
裁

が
度
を
超
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
本
紀
」
で
は
、
皇
帝
描
写
と
し
て
以
上
の
よ
う
な
長
所
と
短
所
が
語

ら
れ
る
。
『
陪
書
」
の
史
官
の
評
も
ほ
と
ん
ど
同
様
の
評
価
で
あ
る
。
合

わ
せ
て
共
通
点
を
表
に
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

長
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
天
下
統
こ
で
あ
る
。

南
北
統
一
の
大
業
は
「
本
紀
」
・
「
史
臣
日
条
」
と
も
に
等
し
く
称
讃
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
倹
約
と
善
政
」
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
業
績
か
ら
、
ま
ず
は
「
名
君
」
と
し
て
称
讃
す
べ
き
こ
と
が
共
通
す
る

のである。
…

。

怒
不
レ
常
、
過
二
於
殺
裁
一
。
嘗
令
下
左
右
送
二
西
域
朝
貢
使
一
出
中
玉
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一
方
、
短
所
は
、
「
学
（
経
典
）
を
好
ま
な
い
こ
と
」
や
、
晩
年
の
「
酷

薄
な
性
情
か
ら
殺
裁
が
過
ぎ
た
こ
と
」
な
ど
が
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、

儒
学
者
を
師
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
嫌
い
、
残
虐
な
刑
罰
が
過
剰
に
行
わ
れ

た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
哲
婦
」
の
言
葉
を
信
じ

て
、
廃
太
子
を
行
い
、
蝪
帝
を
立
太
子
し
た
こ
と
が
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
、

結
果
と
し
て
階
滅
亡
・
天
下
喪
失
の
次
第
と
な
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
祖
の
最
大
の
功
績
は
天
下
統
一
で
あ
り
、
同
時

に
最
大
の
誤
り
は
、
廃
太
子
に
よ
っ
て
晴
を
滅
亡
に
導
い
た
こ
と
な
の

で
あ
っ
た
。
「
史
臣
日
条
」
に
は
、
「
迩
二
其
衰
怠
之
源
一
、
稽
二
其
乱
亡
之

兆一、起し自二高祖一、成二於蝪帝一、所。由来一遠美、非二一朝一夕一」

と
あ
り
、
暗
滅
亡
の
原
因
は
高
祖
か
ら
始
ま
り
蝪
帝
で
完
成
し
た
と
批
判

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
祖
は
、

「
天
下
統
一
を
達
成
し
た
名
君
／
天
下
喪
失
を
導
い
た
暗
君
」

（
肯
定
的
側
面
）
（
否
定
的
側
面
）

と
い
う
、
両
極
端
の
評
価
を
持
つ
皇
帝
な
の
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
誰
も
が
な
し
え
な
か
っ
た
天
下
統
一
を
達
成
し
た
人
物
は
、
通

常
の
人
物
と
し
て
は
描
か
れ
な
か
っ
た
。
聖
帝
と
い
う
だ
け
で
も
な
い
、

悪
帝
と
い
う
だ
け
で
も
な
い
、
善
い
も
の
と
悪
い
も
の
を
同
時
に
抱
え
て

い
る
、
異
常
な
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
善
悪
を
同

時
に
体
現
す
る
皇
帝
、
こ
れ
こ
そ
が
、
天
下
統
一
を
果
た
し
、
や
が
て
「
開

皇
律
令
」
を
施
行
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
律
令
世
界

の
起
源
者
と
な
っ
た
皇
帝
の
姿
な
の
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
神
話
的
な
思

考
に
拠
る
か
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
両
義
性
を
保
持
し
て
い
る
神
で
あ
る

か
の
よ
う
な
、
善
悪
双
方
を
同
時
に
抱
え
持
つ
両
極
端
な
起
源
者
の
姿
が

現
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

「
雄
略
紀
」
の
遣
詔
は
、
こ
の
天
下
統
一
の
「
近
代
之
良
主
」
を
想
起

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
上
で
最
大
の
誤
り
で
あ
る
後
継
者
選
定
の
部
分
を
改
変

し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
高
祖
と
同
じ
遺
詔
を
述
べ
な
が

-１０４-

短 所
史臣日条 高祖紀文帝評

素無二術学一・

（学（経典）を好まない）

聴
二
哲
婦
之
言
一
、
惑
二
邪
臣
之
説
一
、
溺
レ
寵
廃
し
嫡
、
託
．

付
失
所

一

○

（婦人の言葉を用い、廃太子）

無
二
寛
仁
之
度
一
、
有
二
刻
薄
之
資

一

○

（酷薄・過度の殺裁）

素無二学術一・

（学（経典）を好まない）

唯
婦
言
是
用
、
廃
。
瓢
諸
子
一
・

逮
二
干
暮
年

一

（
婦
人
の
言
葉
を
用
い
、
廃
太
子
）

持
法
尤
峻
、
喜
怒
不
し
常
、
過
二
於
殺
戦
一
・

（
酷
薄
・
過
度
の
殺
裁
）

長 所

史臣日条 高祖紀文帝評

禺貢所し図、威受二正朔一・

（天下統一）

躬
節
倹
、
平
二
倍
賦
一
、
倉
廩
実
、
法
令
行
。
（
倹
約
と
善
政
）

人
物
段
阜
、
朝
野
歓
娯
。
二
十
年
間
、
天
下
無
事
、
区
宇

之
内
晏
如
也
。

（天下無事）

考二之前王一足一二以参訓縦盛烈一・

（名君の称讃）

未し及二十年一、平三四海一・

（天下統一）

務
存
二
節
倹
一
、
令
行
禁
止
、
上
下
化
し
之
。
（
倹
約
と
善
政
）

自
強
不
し
息
、
朝
夕
孜
孜
、
人
庶
段
繁
、
努
蔵
充
実
。

錐し
未
僧

レムロ同二
藻
於
至
治

一

（天下段當）

亦足レ称二近代之良主一・

（名君の称讃）
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ら
、
そ
の
最
大
の
過
ち
の
部
分
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
め
る
こ
と

で
、
お
そ
ら
く
は
「
雄
略
」
の
天
皇
像
を
造
形
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

で
は
ど
の
よ
う
に
造
形
し
て
い
る
の
か
、
「
雄
略
紀
」
の
検
討
が
必
要
な

次
第
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
、
「
本
紀
」
「
史
臣
日
条
」
が
と
も
に
高
祖
の
失
敗

点
と
し
て
あ
げ
る
廃
太
子
事
件
を
、
双
方
は
「
哲
婦
之
言
」
を
許
し
た
た

め
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

聴
二
割
婦
劃
言
一
、
惑
二
邪
臣
之
説
一
、
溺
レ
寵
廃
し
嫡
、
託
。
付
失
所
一

（「高祖紀」史臣日条）。

す
な
わ
ち
、
皇
太
子
「
勇
」
の
廃
太
子
か
ら
「
広
」
（
蝪
帝
）
へ
の
相

続
が
高
祖
の
責
任
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
婦
人
」
の
問
題
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
高
祖
の
皇
后
に
つ
い
て
の
調
査

を
以
下
に
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

暗
高
祖
の
皇
后
は
文
献
独
孤
皇
后
で
あ
り
、
「
階
書
』
「
后
妃
伝
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

文
献
独
孤
皇
后
、
河
南
洛
陽
人
、
周
大
司
馬
河
内
公
信
之
女
也
。

信
見
三
高
祖
有
二
奇
表
、
故
以
レ
后
妻
焉
、
時
年
十
四
。
Ａ
高
祖
割

馴刷榊測剛釧馴矧到到判列到刈。ｊ同棚刎調燗淵劃１判例酬到

婦
週
Ｊ
后
姉
為
二
周
明
帝
后
一
、
長
女
為
二
周
宣
帝
后
一
、
②
笥
劇
劃

關１劃到割潮釧則１祠肖淵劉剛謝副湖Ｊ凹馴制例間。（中略）

突厭嘗与二中国一交し市、有二明珠一箱一、価値八百万、幽州

総
管
陰
寿
白
二
后
市
頑
之
。
后
日
、
非
二
我
所
Ｐ
須
也
。
当
し
今
戎
狄

屡冠、将士罷労、未し若下以二八百万一分中賞有功者上。百僚

聞而畢賀。高祖甚寵樟し之。上毎レ臨レ朝、后諏与二上方箪一

而進、至レ閣乃止。③側剤園目測引判洲謝例洲別科卿瑚削罰珂

由
し
是
、
罰
洲
到
劉
訓
劇
卿
１
Ｆ
割
詞
到
対
荊
刮
以
動
引
試
到
１
笥
周

劃謝也。

以
上
の
記
述
は
、
皇
后
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
具
体
的
挿
話
を
挙
げ

つ
つ
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

◎
長
所

①
婦
人
と
し
て
守
る
べ
き
道
を
失
わ
な
い
。

②
一
門
隆
盛
な
る
も
謙
遜
↓
「
賢
婦
」
の
称
讃
。

③
高
祖
に
諌
言
。
多
く
民
の
為
と
な
る
。

④
高
祖
と
政
治
を
談
じ
て
、
意
見
が
合
う
。

劉訓訓測刑１（中略）身矧到割剛当司劇剥劃刻１樹樹創劃、

身劇訓蝋倒斗風司。

后頗仁愛、毎し聞二大理決諺囚、未三嘗不二流涕一・Ｂ鯛棚

聰
朝
刮
釧
隠
親
川
劃
。
上
由
し
是
大
怒
、
単
騎
従
二
苑
中
一
而
出
、
不

し由二経路一、入二山谷間一二十余里。高類・楊素等追及し上、

扣レ馬苦諌。上太息日、吾貴為二天子一、而不レ得二自由一・

闘
鬮
日
斗
臘
葡
剖
淵
到
斗
制
Ⅶ
外
而
鞘
訓
剰
刊
刈
。
上
意
少
解
、
駐
し
馬

良久、中し夜方始還し宮。后俟二上於閣内一・及二上至一、后

流涕拝謝、顕・素等和．解之一・上置レ酒極レ歓、后自レ此意

頗衰折。初、后以二高顕是父之家客一、甚見二親礼一・到且匂

荊細劉珂Ｊ鯛国莫訓馴遇刺御。尉暹迫女孫有二美色一、先在二

ｌ

宮中一・上於二仁寿宮一見而悦し之、因し此得し幸。Ｃ周伺斗山

其
妾
生
し
男
、
益
不
し
善
し
之
、
漸
加
二
譜
穀
一
、
上
亦
毎
レ
事
唯
后
言

是
用
。
后
見
三
諸
王
及
朝
士
有
二
妾
孕
者
一
、
必
勧
レ
上
斥
し
之
。
時
皇

太
子
多
二
内
寵
一
、
妃
元
氏
暴
莞
、
后
意
二
太
子
愛
妾
雲
氏
害
一
し
之
。

聞一引頑請い已為当婦刈→
Ｄ閃珂此御矧恨。又以二類夫人死一、
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⑤
「
宮
中
二
聖
」
と
称
せ
ら
る
。

◎
短
所

Ａ
高
祖
に
、
他
の
女
性
と
子
を
な
さ
な
い
こ
と
を
誓
わ
せ
る
。

Ｂ
嫉
妬
が
甚
だ
し
く
、
誰
も
後
宮
に
女
性
を
進
め
ら
れ
な
い
。

Ｃ
か
つ
て
高
祖
が
見
初
め
た
女
性
を
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
暗
殺
。

Ｄ
重
臣
高
類
に
．
婦
人
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
恨
む
。

Ｅ
高
祖
に
高
類
を
謹
言
し
て
失
脚
さ
せ
る
。

Ｆ
高
祖
に
詞
嚇
し
て
「
勇
」
を
廃
太
子
。
（
「
広
」
立
太
子
）
。

す
な
わ
ち
、
独
孤
皇
后
は
希
に
み
る
「
賢
婦
」
で
あ
り
な
が
ら
、
嫉
妬

の
あ
ま
り
重
臣
高
顕
と
、
彼
が
推
す
皇
太
子
「
勇
」
を
失
脚
さ
せ
た
皇
后

な
の
で
あ
っ
た
。
重
臣
高
穎
は
、
『
暗
書
』
巻
四
十
一
「
高
穎
伝
」
に
、

時
太
子
勇
失
二
愛
於
上
一
、
潜
有
二
廃
立
之
意
一
・
謂
レ
顕
日
、
晋
王

妃
有
し
神
愚
し
之
、
言
三
王
必
有
二
天
下
一
、
若
し
之
何
。
顕
長
脆
日
、

長
幼
有
し
序
、
其
可
レ
廃
乎
。
上
黙
然
而
止
。

と
あ
り
、
高
祖
の
「
勇
」
廃
太
子
に
反
対
し
た
重
臣
で
あ
る
。
同
伝
の
評

に
は
、
「
為
二
一
代
名
臣
一
」
・
「
治
致
昇
平
、
類
之
力
也
。
論
者
以
為
真
宰

相
」
と
し
て
、
晴
勃
興
か
ら
天
下
統
一
ま
で
の
、
最
高
の
臣
下
で
あ
っ
た

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
高
顕
を
「
調
嶮
」
に
よ
っ
て
失
脚
さ
せ
、
「
勇
」

廃
太
子
を
実
現
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
皇
后
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
良
臣
を

遠
ざ
け
、
邪
を
苗
床
に
植
え
て
い
く
悪
女
を
祐
佛
と
さ
せ
る
皇
后
で
あ
る
。

彼
女
は
賢
女
で
あ
る
こ
と
も
最
上
な
が
ら
、
階
滅
亡
の
直
接
の
端
緒
と
も

な
っ
た
廃
太
子
を
実
行
さ
せ
る
異
常
な
嫉
妬
の
持
ち
主
な
の
で
あ
っ
た
。

高
祖
と
同
じ
く
、
善
悪
と
も
に
極
端
な
性
質
の
持
ち
主
で
あ
り
、
い
ず
れ

に
し
て
も
過
剰
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

皇
后
が
「
調
」
し
て
、
高
祖
が
「
廃
」
し
た
結
果
が
、
天
下
滅
亡
だ
っ

周
知
の
ご
と
く
、
「
雄
略
紀
」
に
描
か
れ
た
雄
略
像
は
、
「
有
徳
天
皇
」

と
「
大
悪
天
皇
」
と
い
う
、
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
を
兼
ね
る
両
極

端
な
天
皇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
高
祖
に
準
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て

き
た
所
以
で
も
あ
る
。
今
、
「
雄
略
紀
」
の
概
略
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通

（９）

ｈソとなる軍っ。

た
の
で
あ
る
。
そ
の
選
択
に
つ
い
て
長
く
述
べ
た
高
祖
の
遺
詔
、
こ
れ
を

模
倣
す
る
の
が
「
雄
略
紀
」
の
遺
詔
な
の
で
あ
る
。
「
雄
略
紀
」
の
総
ま

とめ記事である遺詔澗、高祖と皇后の失敗を改めたのであれば、

「
雄
略
紀
」
は
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
雄
略
を
改
め
語
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
次
章
で
見
て
み
よ
う
。

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

即
位
前
紀

元
年

元
年

二
年

二
年

三
、
詞
瞼
す
る
皇
后

雄
略
天
皇
の
出
自
・
性
質

眉
輪
王
、
安
康
天
皇
殺
害
。

八
釣
白
彦
皇
子
ら
を
殺
害
。

円
大
臣
宅
の
包
囲
殺
害
。

市
辺
押
磐
皇
子
殺
害
。

御
馬
皇
子
殺
害
。
呪
誼
。

即天皇位。

群臣任命。

立
后
・
諸
子
の
系
譜
。

童
女
君
の
「
為
皇
女
」
。

百
済
池
津
媛
逃
走
。

百
済
蓋
歯
王
の
立
王
記
事

宮
廷
内
事

皇
位
継
承
闘
争

皇
位
継
承
闘
争

皇
位
継
承
闘
争

皇
位
継
承
闘
争

即
位
記
事

内
政

系
譜
記
事

宮
廷
内
事
・
建
言

内
政

分
注
・
外
交
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二
年

二
年

二
年

三
年

四
年

四
年

四
年

五
年

五
年

六
年

六
年

六
年

七
年

七
年

七
年

七
年

八
年

八
年

九
年

九
年

九
年

九
年

九
年

皇
后
建
言
。
宍
人
部
設
置
。

史
戸
・
河
上
舍
人
部
設
置

天
下
誹
誇
「
大
悪
天
皇
」
。

拷
幡
皇
女
の
自
経
。

葛
城
山
の
狩
。
有
徳
天
皇
。

吉
野
宮
行
幸
。

蜻
蛉
の
歌
。
地
名
起
源
。

葛
城
山
の
狩
・
皇
后
建
言
。

軍君入京。

迫
瀬
小
野
遊
行
。

少
子
部
設
置
。

呉
国
貢
献

ス
ガ
ル
、
蛇
を
捕
ら
え
る
。

吉
備
下
道
臣
前
津
屋
誹
殺
。

任
那
国
司
任
命
。
謀
議
。

渡
来
各
氏
に
地
を
定
め
る
。

呉
国
発
遣
。

新
羅
・
高
麗
の
戦
闘
。

河
内
直
香
賜
誰
殺
。

紀
小
弓
宿
禰
ら
新
羅
征
討
。

大
伴
室
屋
大
連
の
建
言
。

紀
大
磐
宿
禰
の
謀
殺
。

大
伴
室
屋
大
連
の
建
言
。

内
政
・
建
言

内
政

内
政
・
天
皇
批
判

内
政

内
政
・
天
皇
称
讃

内
政

内
政

内
政
・
建
言

外
交

内
政

内
政

外
交

内
政
・
奇
證

内
政外交

内
政外交外交

内
政外交

外
交
・
建
言

外交

外
交
・
建
言

九
年

九
年

十
年

十
一
年

十
一
年

十
一
年

十
二
年

十
二
年

十
三
年

十
三
年

十
三
年

十
四
年

十
四
年

十
四
年

十
五
年

十
六
年

十
七
年

十
八
年

十
九
年

二
十
年

二
十
一
年

二
十
二
年

二
十
二
年

角臣賜姓。

埴輪の馬。

呉
国
奉
献
。
鳥
養
人
設
置
。

川
瀬
舍
人
設
置
。

貴信渡来。

烏
養
部
設
置
。

呉国発遣。

木
工
鶏
御
田
と
諌
言
。

歯
田
根
命
姦
通
。
処
罰
。

小
麻
呂
征
伐
。

木
工
猪
名
部
真
根
の
助
命
。

呉
人
に
地
を
定
む
。

呉
人
に
饗
宴
。

根
使
主
の
悪
事
。

秦
酒
公
に
秦
氏
を
委
任
。

漢
使
主
等
に
賜
姓
。

贄
土
師
部
設
置
。

伊
勢
朝
日
郎
討
伐
。

穴
穗
部
設
置
。

高
句
麗
に
よ
る
百
済
占
領
。

天
皇
に
よ
っ
て
百
済
再
興
。

白
髪
皇
子
立
太
子
。

浦島子。

内
政

地
方
報
告
・
内
政

内
政

内
政

外
交

内
政

外
交

建
言

内
政

内
政

建
言

外
交

外
交

内
政
・
建
言

内
政内政内政内政内政外交外交

内
政
・
立
太
子

地
方
報
告
・
内
政
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「
雄
略
紀
」
の
記
事
を
分
類
す
れ
ば
、
「
内
政
三
十
二
件
」
＋
「
外
交

十
七
件
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
「
雄
略
紀
」
の
特
徴
と
述
べ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
政
記
事
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
部
民
設
置

記
事
と
い
う
の
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
律
令
体
制
に
先
立
つ
全
国
統
治
機
構
の
整
備
が
こ
の
と
き
で
あ
る

と
語
ら
れ
て
い
る
の
が
「
雄
略
紀
」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
律
令

前
代
」
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
示
す
雄
略
像
と
は
、

「
強
い
権
力
発
動
の
支
配
者
」
で
あ
り
、
「
強
権
に
よ
っ
て
支
配
す
る
政
治

（旧）

が
記
さ
れ
て
い
る
」
も
の
と
み
て
よ
い
。
部
民
設
置
に
伴
う
強
権
の
発
動

は
、
「
有
徳
」
「
大
悪
」
と
い
う
両
極
端
の
過
剰
な
力
を
発
揮
す
る
天
皇
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
以
上
の
よ
う
な
内
政
記
事
が
多
い
「
雄

略
紀
」
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
強
権
的
な
支
配
体

制
の
確
立
は
、
善
い
部
分
も
あ
れ
ば
悪
い
部
分
も
あ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
外
交
記
事
が
雄
略
以
前
の
他
の
天
皇
紀
よ
り
も
多
い
こ
と
に

つ
い
て
も
、
既
に
「
雄
略
紀
」
構
成
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ

（Ⅲ）

て
い
る
。
「
雄
略
紀
」
が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
国
・
三
韓
諸
国
と
主
体

的
に
関
わ
る
天
皇
の
「
歴
史
」
を
描
い
て
い
る
の
は
、
「
日
本
書
紀
』
総

体
の
中
で
の
君
権
正
当
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
指
摘
で
あ

（旧）る
。
内
部
を
統
一
し
て
外
部
に
関
わ
っ
て
い
く
主
体
と
し
て
の
雄
略
像
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
内
政
・
外
交
、
と
も
に
飛
躍
的
に
進
捗
し
た
の
が
雄

略
の
時
代
で
あ
る
と
「
雄
略
紀
」
は
語
る
の
で
あ
る
と
、
ま
ず
は
把
握
し

二
十
三
年

二
十
三
年

二
十
三
年

百
済
文
斤
王
の
死
。

天
皇
不
予
。
遺
詔
。

蝦
夷
反
乱
、
鎮
圧
。

外
交

遺
詔

内
政

ておこう。

と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
常
人
離
れ
し
た
特
別
な
天
皇
と
い
う
雄
略
像

を
、
「
雄
略
紀
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、

今
な
お
検
討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
内
政
と
外
交
を
飛
躍
的
に

向
上
さ
せ
た
雄
略
が
、
ど
の
よ
う
な
天
皇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
内
政
・
外
交
に
準
じ
て
そ
の
数
の
多
さ
を
示
す
「
建

言
（
調
諫
）
」
記
事
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
を
生
む
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
建
言
（
調
諫
）
に
つ
い
て
は
天
皇
の
徳
治
を
語
る
『
日
本
書
紀
』

（旧）

だ
け
の
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
徳
治
の
天
皇
」
と
い
う
天
皇
像
の
構
築

を
担
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多
い
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が

（脚）
ある。允

恭
紀

天
皇
、
皇
后
の
奏
言
を
納
れ
ら
る
。
（
一
○
年
）

雄
略
紀

皇
后
の
諌
奏
を
納
れ
、
舎
人
の
罪
を
赦
さ
る
。
（
五
年
）

秦
酒
君
の
琴
を
き
き
、
闘
鶏
御
田
の
罪
を
赦
さ
る
。
（
一
二
年
）

同
伴
巧
者
の
請
を
納
れ
、
猪
名
部
真
根
の
刑
を
赦
さ
る
。
（
一
三
年
）

君
主
に
対
す
る
建
言
、
す
な
わ
ち
「
調
諫
」
は
、
有
徳
の
君
主
に
よ
る

徳
治
主
義
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
「
雄
略
紀
」
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
調
諫
と
は
何
か
を
確
認
し
（旧）

て
お
く
と
、
「
芸
文
類
聚
」
「
人
部
八
・
弧
」
項
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

毛
詩
日
、
上
以
レ
風
化
し
下
、
下
以
レ
風
刺
し
上
、
主
し
文
而
誘
諫
、

言
し
之
者
無
し
罪
、
聞
レ
之
者
足
二
以
戒
一
・
故
日
し
風
。

文
章
を
主
と
し
て
教
え
諌
め
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
君
主
が
臣

下
に
対
し
て
教
戒
す
る
場
合
も
含
む
が
、
多
く
の
場
合
は
臣
下
が
君
主
を
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諌
め
る
も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
『
芸
文

類
聚
』
の
以
下
の
具
体
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
臣
下
か
ら
君
主
へ
の
諫
め

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

国
語
日
、
晋
平
公
射
し
鵺
。
使
二
豐
縛
一
し
之
。
不
し
得
。
公
怒
将

し
殺
し
之
。
叔
向
日
、
君
必
殺
し
之
。
吾
先
君
唐
叔
、
射
二
兜
干
徒
林
一
、

以為二大甲一、所ヨ以封二子晋一・今君嗣二唐叔一、射し鶴不し得、

是
揚
二
吾
君
之
恥
一
、
速
殺
し
之
。
無
し
令
二
遠
聞
一
・
君
怪
泥
乃
赦
し
之
。

晋
の
平
公
が
、
鶴
を
狩
っ
た
と
き
、
獲
物
を
取
り
損
な
っ
た
臣
下
の
処

刑
命
令
を
出
し
た
。
そ
こ
で
叔
向
と
い
う
家
臣
が
「
臣
下
を
必
ず
殺
し
な

さ
い
」
と
諌
め
た
。
「
あ
な
た
の
祖
先
は
巨
大
な
獣
を
狩
る
武
勲
を
得
た

こ
と
で
、
晋
公
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
子
孫
で
あ
る
あ
な
た
は

倭
小
な
鵺
す
ら
獲
れ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
あ
な
た
の
恥
に
な
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
臣
下
が
誰
か
に
噂
す
る
前
に
殺
す
の
で
す
」
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
平
公
は
恥
じ
て
処
刑
命
令
を
取
り
消
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

列
子
日
、
晋
文
公
出
会
、
欲
し
伐
レ
衛
。
公
子
組
、
仰
而
笑
し
之
。

公
問
二
何
故
笑
一
・
対
日
、
笑
二
臣
之
郷
人
一
也
。
臣
之
郷
人
、
有
下

送
二
其
妻
一
適
二
私
家
一
者
上
、
道
見
二
桑
婦
一
、
悦
而
与
レ
之
言
。
顧

視
二
其
妻
一
、
亦
有
二
招
レ
之
者
一
・
臣
讃
歎
し
之
也
。
公
乃
止
。

と
あ
る
の
は
、
晋
の
文
公
が
他
国
侵
略
を
企
図
し
た
と
き
、
公
子
の
組
が
、

他
家
の
娘
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
隙
に
、
自
分
の
妻
が
他
人
に
口
説
か
れ

て
い
た
と
い
う
寓
話
を
用
い
、
侵
略
命
令
を
撤
回
さ
せ
た
故
事
で
あ
る
。

侵
略
の
た
め
に
隙
を
作
る
と
別
の
国
に
侵
略
の
機
会
を
与
え
る
と
諌
め
た

のである。

以
上
の
『
芸
文
類
聚
」
の
例
を
鑑
み
る
に
、
調
諌
に
は
特
定
の
型
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

国
語
の
故
事

①
鳥
を
得
な
か
っ
た
臣
下
↓
処
刑
命
令

②
臣
下
に
よ
る
調
諫
（
比
嶮
◇
例
え
話
）

③
処
刑
を
や
め
る

列
子
の
記
事

①
他
国
侵
略
を
命
令

②
臣
下
に
よ
る
調
諫
（
比
嶮
．
例
え
話
）

③
侵
略
を
撤
回

す
な
わ
ち
、
ま
ず
①
事
件
の
勃
発
が
あ
り
、
②
臣
下
に
よ
る
調
諌
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
③
助
命
・
撤
回
が
語
ら
れ
る
と
い
う
型
で
あ
る
。

①
事
件
の
勃
発
↓
戦
争
・
処
刑
命
令

②
臣
下
に
よ
る
調
愉
（
比
嶮
．
例
え
話
）

③
助
命
・
撤
回

「
調
諌
」
と
い
う
漢
籍
由
来
の
事
項
が
語
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

ま
ず
は
こ
の
型
に
沿
っ
て
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を

確
認
し
た
上
で
、
「
雄
略
紀
」
の
調
諫
記
事
を
検
証
し
て
い
こ
う
。

（
十
二
年
）
冬
十
月
癸
酉
朔
壬
午
、
天
皇
命
二
木
工
鶏
御
田
一
〈
一

本
云
、
猪
名
部
御
田
、
蓋
誤
也
。
〉
、
始
起
二
櫻
閣
一
・
於
し
是
、
御
田

登
レ
槙
。
疾
走
二
四
面
一
、
有
し
若
二
飛
行
一
・
時
有
二
伊
勢
采
女
一
、
仰

観二槙上一、怪二彼疾行一、顛。什於庭一、覆二所し筆撰一〈撰者、

御膳之物也。〉・天皇便疑一二御田好二其采女一、自念し将レ刑、

而
付
二
物
部
一
・
時
秦
酒
公
侍
レ
坐
。
欲
下
以
二
琴
声
一
、
使
上
レ
悟
二
於

天
皇
一
・
横
琴
レ
弾
日
、
（
中
略
）
。
於
し
是
、
天
皇
悟
二
琴
声
一
、
而

赦二其罪一・

①
事
件
の
勃
発
・
処
刑
命
令
…
采
女
姦
通
の
疑
い
・
処
刑
命
令
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②
臣
下
に
よ
る
調
嶮
…
秦
酒
公
、
琴
と
歌
を
奏
上

③
助
命
・
命
令
撤
回
…
処
刑
命
令
撤
回

木
工
鶏
御
田
が
槙
閣
建
築
の
た
め
に
飛
ぶ
よ
う
に
作
業
す
る
の
を
見
た

伊
勢
采
女
は
、
倒
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
姦
通
と
勘
違
い
し
た
雄
略
天
皇

に
よ
り
、
御
田
の
処
刑
が
命
じ
ら
れ
る
。
時
に
秦
酒
公
が
琴
の
声
と
歌
と

を
奏
上
し
、
天
皇
は
「
悟
」
り
、
処
刑
を
赦
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
十
三
年
）
秋
九
月
、
木
工
猪
名
部
真
根
、
以
レ
石
為
し
質
、
揮

レ
斧
断
レ
材
。
終
日
断
し
之
、
不
二
誤
傷
一
レ
刃
。
天
皇
遊
詣
二
其
所
一
、

而
怪
問
日
、
恒
不
レ
誤
中
レ
石
耶
。
真
根
答
日
、
寛
不
レ
誤
芙
。
乃

喚
集
二
采
女
一
、
使
下
脱
二
衣
桾
一
、
而
著
二
犢
鼻
一
、
露
所
相
撲
上
。
於

し
是
、
真
根
暫
停
、
仰
視
而
断
。
不
し
覚
手
誤
傷
し
刃
。
天
皇
因
噴
讓
日
、

何
処
奴
。
不
し
畏
し
朕
、
用
不
二
貞
心
一
、
妄
諏
軽
答
。
佃
付
二
物
部
一
、

使レ刑二於野一・髪有二同伴巧者一、歎惜二真根一、而作歌日、（中

略
）
。
天
皇
聞
一
是
歌
一
、
反
生
一
悔
惜
一
、
哨
然
頽
歎
日
、
幾
失
レ
人
哉
。

乃
以
二
赦
使
一
、
乗
二
於
甲
斐
黒
駒
一
、
馳
詣
二
刑
所
一
、
止
而
赦
し
之
。

用解二徽纒一・

①
事
件
の
勃
発
・
処
刑
命
令
…
真
根
、
軽
率
な
発
言
・
処
刑
命
令

②
臣
下
に
よ
る
調
嶮
…
同
伴
巧
者
、
歌
を
奏
上

③
助
命
。
命
令
撤
回
…
処
刑
命
令
撤
回

木
工
猪
名
部
真
根
が
石
を
台
に
し
て
斧
を
ふ
る
い
、
石
に
斧
を
当
て
て

刃
を
こ
ぼ
す
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
皇
が
一
度
も
誤
ら
な

い
か
と
訊
ね
る
と
、
誤
ら
な
い
と
答
え
た
の
で
、
天
皇
は
采
女
に
裸
で
相

撲
を
取
ら
せ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
真
根
は
誤
っ
て
刃
を
こ
ぼ
し
た
。
そ

こ
で
天
皇
は
催
れ
ず
に
軽
言
し
た
こ
と
を
答
め
、
処
刑
命
令
を
出
し
た
。

同
伴
の
者
が
歌
を
歌
う
と
、
天
皇
は
悔
い
惜
し
み
、
処
刑
命
令
を
撤
回
し

た
と
い
う
も
の
。

ま
ず
は
「
雄
略
紀
」
の
両
例
は
、
訓
嶮
の
叙
述
形
式
に
適
合
し
て
い
る

と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
調
嶮
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
歌
（
調
の
歌
）
が
媒
介
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
琴
の
声
に
こ
も
る
神
の
言
葉
を
歌
に
直
し（旧）

て
天
皇
に
伝
え
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

雄
略
は
神
の
言
葉
の
意
味
を
確
か
に
聞
き
届
け
る
天
皇
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
早
く
か
ら
「
雄
略
帝
は
怒
り
を
鎮
め
る
歌
の
起
源
を

（Ⅳ）

な
す
御
方
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
雄
略
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
神
の
言
葉
」
が
語
ら
れ
て
い
る
場
面
は
、
「
雄

略
紀
」
全
体
に
あ
っ
て
は
、
漢
籍
の
弧
嶮
の
叙
述
形
式
に
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
見
届
け
た
い
。
す
な
わ
ち
、
雄
略
は
調
嶮
を
聴
き
、
戒
め
を
理

解
し
、
怒
り
を
収
め
る
天
皇
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
雄
略
紀
」

は
そ
の
よ
う
に
雄
略
の
徳
治
を
語
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
調
嶮
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
場
合
は
、
調
嶮
と
な
る
の
が
歌

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

五
年
春
二
月
、
天
皇
校
引
狩
干
葛
城
山
一
・
霊
鳥
忽
来
。
其
大
如

レ
雀
。
尾
長
曳
レ
地
。
而
且
鳴
日
、
努
力
努
力
。
俄
而
見
レ
逐
順
猪
、

従
二
草
中
一
暴
出
逐
レ
人
。
狩
徒
縁
し
樹
大
權
。
天
皇
詔
二
舍
人
一
日
、

猛
獣
逢
レ
人
則
止
。
宜
二
逆
射
而
且
刺
一
・
舍
人
性
儒
弱
、
縁
し
樹
失

し
色
、
五
情
無
し
主
。
噸
猪
直
来
、
欲
し
嘘
二
天
皇
一
・
天
皇
用
し
弓
刺

止
、
挙
レ
脚
踏
殺
。
於
し
是
、
田
罷
、
欲
し
斬
一
舍
人
一
・
舍
人
臨
レ
刑
、

野
而
好
し
獣
。
無
乃
不
レ
可
乎
。

止
、
挙
レ
脚
踏
殺
。
於
し
是
、
田
罷
、
欲
し
斬
二
舍
人
一
・

而
作
レ
歌
日
、
（
中
略
）
皇
后
聞
悲
、
興
し
感
止
し
之
。

不
し
与
二
天
皇
一
、
而
顧
二
舍
人
一
悲
、
興
し
感
止
し
之
。
詔
日
、
皇
后

。
対
日
、
国
人
皆
謂
二
陛
下
一
、
安
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剛
劃
刺
嗣
引
則
剖
鎖
胡
１
Ｎ
閏
淵
到
禽
獣
利
刺
淵
測
掴
珂
碧
ヨ
判
耐
帰
。

こ
こ
も
ま
た
、
調
嶮
の
叙
述
形
式
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、

①
飛
び
出
し
て
き
た
猪
↓
舎
人
に
仕
留
め
る
よ
う
命
令
↓

舎
人
失
態
↓
処
刑
命
令

②
舎
人
の
歌
↓
皇
后
、
悲
し
む
↓
皇
后
諌
言

③
舎
人
処
刑
命
令
撤
回
↓
善
言
を
得
た
と
喜
ぶ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
皇
后
の
諌
言
、
す
な
わ
ち
、

安
野
而
好
レ
獣
。
無
乃
不
レ
可
乎
。
今
陛
下
以
二
順
猪
故
一
、
而
斬
二
舍

人一・陛下譽無レ異二於射狼一也。

（旧）

に
は
出
典
が
あ
る
。
「
芸
文
類
聚
』
「
産
業
部
・
田
狩
」
項
で
あ
る
。

荘
子
日
、
梁
君
出
狩
、
見
二
白
鴫
群
一
・
下
穀
し
弩
欲
し
射
し
之
、
道

有
二
行
者
一
・
梁
君
謂
二
行
者
止
一
・
行
者
不
し
止
、
白
鴫
群
骸
。
梁

君
怒
、
欲
し
射
二
行
者
一
・
其
御
公
孫
龍
止
し
之
。
剰
到
剰
割
則
１
謂
洞

ｕ
剴
割
到
到
１
而
鬮
訓
刑
制
到
。
対
日
、
昔
宋
景
公
時
、
大
旱
。
ト
レ
之
。

必
以
レ
人
祠
乃
雨
。
景
公
下
し
堂
、
頓
首
日
、
吾
所
．
以
求
Ｆ
雨
、
為

し
民
也
。
今
必
使
二
吾
以
レ
人
祠
一
乃
雨
。
将
二
自
当
頑
之
。
言
未
し
卒

而
大
雨
。
何
也
。
為
し
有
二
徳
於
天
一
、
而
惠
二
於
民
一
也
。
君
以
二
白

召凋得劃菖司「而帰。

こ
の
故
事
も
ま
た
、

①
ま
さ
に
鳥
を
撃
つ
と
き
、
人
が
通
っ
て
烏
が
逃
げ
る
↓
そ

の
人
を
処
刑
し
よ
う
と
す
る

②
御
者
公
孫
龍
に
よ
る
調
嶮

鴫 而 レ
散大民、雨埋

○

而欲二射殺Ｆ人、判司製門川鼎門型到洲矧剰凋訓凹１期

③
（
処
刑
命
令
撤
回
）
↓
善
言
を
得
た
と
喜
ぶ

と
い
う
諌
言
の
叙
述
形
式
に
沿
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
皇
后
の
諌
言

の
言
葉
に
は
典
拠
が
あ
り
、
そ
の
出
典
部
分
も
調
嶮
の
文
脈
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
」
全
体
を
通
し
て
、
皇
后
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
る
例
を
検

証
す
る
と
、
そ
の
発
言
に
出
典
が
あ
る
例
は
当
該
条
の
み
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
皇
后
の
発
言
に
、
漢
籍
の
典
拠
が
あ
る
『
日
本
書
紀
』
唯
一
の
事

例
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
天
皇
を
「
射
狼
」
に
書
え
る
な
ど
と
い
う
発

言
を
し
な
が
ら
も
、
「
無
罪
」
で
あ
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
称
讃
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
調
愉
が
機
能
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ

る』っ。漢
籍
を
踏
ま
え
た
発
言
が
皇
后
の
発
言
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
唯
一

の
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
皇
后
が
漢
籍
の
知
識
を
持
つ
者
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
皇
后
は
、
漢
籍
の
故
事
に
拠
っ
て
調

嶮
し
た
と
「
雄
略
紀
」
は
語
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
雄
略
は
称
讃
す
る
の

で
あ
る
。
雄
略
の
政
治
に
対
し
て
発
言
し
、
雄
略
に
よ
っ
て
称
讃
さ
れ
て

い
る
、
こ
れ
こ
そ
が
「
雄
略
紀
」
が
描
く
雄
略
皇
后
の
姿
な
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
皇
后
す
な
わ
ち
賢
婦
の
調
嶮
を
聴
く
天
皇
と
し
て
の
雄
略
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雄
略
は
諌
言
を
聴
く
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
戒

（旧）

め
を
理
解
し
、
行
動
を
改
め
る
天
皇
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
調
嶮
を
奏
上
す
る
者
の
う
ち
、
雄
略
皇
后
は
漢
籍
の
故
事
を
引
い

て
認
瞼
す
る
「
賢
婦
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
祖
が
「
哲
婦
」
た
る
皇

后
の
言
葉
を
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
誤
っ
て
廃
太
子
し
た

姿
と
は
異
な
り
、
雄
略
は
「
賢
婦
」
の
調
愉
を
正
し
く
聴
き
、
か
つ
、
後

継
者
選
定
を
誤
ら
な
い
天
皇
と
し
て
、
「
雄
略
紀
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
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以
上
こ
こ
ま
で
、
「
雄
略
紀
」
が
『
階
書
』
「
高
祖
紀
」
の
遣
詔
を
典
拠

と
し
た
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
を
「
日
本
書
紀
」
編
述
者
の

発
想
か
否
か
と
す
る
視
点
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
『
階
書
』
が
そ
の
よ

う
な
対
比
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
逃
し
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
唐
第
二
代
皇
帝
李
世
民
が
臣
下
と
「
階

が
滅
ん
だ
理
由
は
何
か
」
を
議
論
し
た
際
、
『
階
書
」
編
者
魏
徴
が
後
に

上
書
し
て
、
晴
の
栄
枯
盛
衰
の
理
由
を
論
じ
る
中
で
、
「
段
が
鑑
と
し
た

の
は
直
前
の
商
で
し
た
。
今
の
世
な
ら
ば
、
階
を
鑑
と
す
れ
ば
、
王
朝
の

栄
枯
盛
衰
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

魏
徴
が
主
な
編
者
と
な
っ
た
『
階
書
」
に
は
、
「
階
を
も
っ
て
後
の
世
の

（釦）

鑑
と
な
す
」
の
思
想
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
以
レ
古
為
し
鏡
」
、
こ
れ
が
『
階
書
」
編
纂
の
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
「
以

レ
晴
為
し
鑑
」
を
も
っ
て
王
朝
を
草
創
し
て
い
く
唐
（
現
王
朝
）
が
あ
る
。

階
を
継
ぐ
者
は
、
階
を
鑑
と
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
「
陪
書
』
を
継
ぐ
史

官
の
動
機
の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
。
「
雄
略
紀
」
は
『
階
耆
』
を
鑑
と
す

い
る
の
で
あ
る
。

雄
略
天
皇
は
高
祖
の
よ
う
に
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
を
過
剰
に
抱

え
つ
つ
も
、
律
令
体
制
の
前
夜
た
る
「
近
代
」
に
当
た
る
「
部
民
」
機
構

を
整
備
し
、
か
つ
皇
后
の
言
葉
を
調
嶮
と
し
て
理
解
し
反
省
し
、
同
時
に

後
継
者
選
定
を
誤
ら
な
か
っ
た
天
皇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

雄
略
は
、
い
わ
ば
「
完
壁
な
高
祖
」
で
あ
り
、
「
完
壁
な
近
代
之
良
主
」

な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
雄
略
紀
」
が
「
高
祖
紀
」
と
対
比
的
に

描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
雄
略
像
な
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

る
史
書
な
の
で
あ
る
。
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
を
過
剰
に
抱
え
つ
つ

も
、
高
祖
の
欠
点
を
改
め
て
い
る
完
壁
な
「
近
代
之
良
主
」
を
描
き
出
す

こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
鑑
の
史
書
た
る
「
雄
略
紀
」
が
語
る
雄
略
の
「
歴
史
」

な
の
で
あ
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
が
、
前
天
皇
が
試
殺
さ
れ
る
と
い
う
危
機
的
状
況
の
中

で
即
位
し
た
雄
略
に
対
し
て
、
律
令
前
代
の
「
近
代
之
良
主
」
を
重
ね
て

い
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
時
代
の
区
切
り
を
見
て
い
る
と
読
解
し
て
良
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
所
謂
「
易
姓
革
命
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

『
日
本
書
紀
』
全
体
に
占
め
る
陰
陽
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
「
理
」
に
お

（副）

い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
帝
（
仁
徳
）
で
も
悪
帝
（
武
烈
）
で
も
な

い
、
そ
の
中
間
の
陰
陽
双
方
を
兼
ね
備
え
る
「
混
沌
」
が
、
今
一
度
出
現

し
て
い
る
と
い
う
水
準
で
の
「
起
源
」
で
あ
る
こ
と
は
付
記
し
て
お
こ
う
。

注
（
１
）
河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解
』
（
一
九
六
九
年
九
月
臨
川
書
店
）
、

お
よ
び
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
（
一
九
六
二
年

九
月
塙
書
房
）
の
指
摘
に
拠
る
。

（
２
）
榎
本
福
寿
二
日
本
書
紀
」
雄
略
天
皇
条
の
所
伝
と
天
皇
の
遺
詔

（
前
）
」
ａ
上
代
文
学
」
第
七
十
八
号
一
九
九
七
年
四
月
）
）
。

（
３
）
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
４
）
出
典
部
分
に
実
意
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毛
利
正
守
「
日

本
書
紀
冒
頭
部
の
意
義
及
び
位
置
づ
け
ｌ
書
紀
に
お
け
る
引
用
と

利
用
を
通
し
て
ｌ
」
含
国
語
と
国
文
学
」
第
八
十
二
巻
第
十
号

二
○
○
五
年
十
月
）
が
述
べ
て
い
る
。

（
５
）
『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』

（
一
九
六
五
年
七
月
～
一
九
六
七
年
七
月
岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
訓

点
を
一
部
私
に
改
め
た
。
『
陪
書
」
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
い
ず
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（
吃
）
呉
哲
男
。
雄
略
天
皇
」
条
の
構
想
」
含
古
代
日
本
文
学
の
制
度

論
的
研
究
』
（
二
○
○
三
年
二
月
お
う
ふ
う
）
）
。

（
田
）
梅
澤
伊
勢
三
「
大
陸
化
さ
れ
た
古
伝
説
の
再
国
粋
化
と
神
孫
王
者

観
の
主
張
」
含
記
紀
批
判
」
（
一
九
六
二
年
三
月
創
文
社
）
）
。

（
ｕ
）
表
は
、
前
掲
注
（
過
）
梅
澤
論
掲
出
の
恩
赦
・
納
諌
・
行
賞
記
事

一
覧
か
ら
、
納
諫
記
事
部
分
の
み
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
喝
）
『
芸
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
旧
字
は
新

古
事
記
研
究
大
系
８
（
一

（
Ⅱ
）
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
吃
）
呉
哲
男
。
雄
略
天
皇

（
肥
）
前
掲
注
（
５
）
古
典
大
系
頭
注
の
指
摘
。

（
四
）
こ
の
こ
と
は
、
小
川
靖
彦
「
持
統
系
皇
統
の
始
祖
と
し
て
の
雄
略

天
皇
」
（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
」
五
十
二
号
二
○
○
二
年
）
の
卓

（
焔
）
居
駒
永
幸
「
古
事
記
の
歌
と
琴
歌
譜
」
二
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸

史
」
（
二
○
○
三
年
三
月
笠
間
書
院
）
）
。

（
Ⅳ
）
折
口
信
夫
「
万
葉
集
講
義
」
（
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
九
巻
（
一
九
五
五

（
９
）
青
木
周
平
「
巻
第
十
四
雄
略
天
皇
」
（
『
歴
史
読
本
兇
（
ｕ
）
』

（
二
○
○
七
年
十
一
月
新
人
物
往
来
社
）
）
掲
出
の
一
覧
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
今
回
改
め
て
作
成
し
た
。

（
、
）
長
野
一
雄
「
雄
略
記
の
神
人
交
流
伝
承
」
（
『
古
事
記
の
文
芸
性
』

古
事
記
研
究
大
系
８
（
一
九
九
三
年
九
月
高
科
書
店
）
）
。

内
庁
本
に
無
い
。
決
し
一

る
問
題
と
な
る
た
め
、
八

（
８
）
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
９
）
青
木
周
平
「
巻
第
十

れ
も
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

（
６
）
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
７
）
傍
線
部
Ｂ
は
校
異
箇
所
で
あ
り
、
当
該
「
儲
君
」
は
前
田
本
・
宮

内
庁
本
に
無
い
。
決
し
て
小
さ
く
な
い
問
題
だ
が
、
主
旨
か
ら
逸
れ

る
問
題
と
な
る
た
め
、
今
回
は
省
略
し
た
。

年
十
一
月
中
央
公
論
社
）
）
。

字
に
改
め
た
。

見
「
優
れ
た
皇
后
と
の
共
治
の
起
源
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
」
と
も

相応しよう。

（
別
）
前
掲
注
（
５
）
『
階
書
』
解
題
に
拠
る
。

（
凪
）
拙
稿
「
「
鷆
鶴
」
と
い
う
名
の
「
天
皇
」
ｌ
烏
名
と
易
姓
革
命
ｌ
」

（
『
日
本
文
学
」
く
○
Ｆ
雪
ｚ
足
二
○
○
八
年
二
月
）
。

＊
本
稿
は
二
○
一
○
年
度
古
代
文
学
会
二
月
例
会
に
お
い
て
口
頭
発
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
氏
に
深
謝
申
し
上

げる。
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